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「牛乳の日」イベント
“六本木牧場”

TOPICS

2
　本会議は６月１日の「牛乳の日」に、「牛乳月間」のキックオフイベントとして、六本木ヒルズアリーナで“六
本木牧場”を開催した。日本の酪農を“楽しむ、食べる、知る”をテーマに展開された家族向け体験型イベント“六
本木牧場”には、天候にも恵まれ、家族連れなど約 5,000 名が参加した。

は 1,373 名が参加した。「牛乳試飲」では、酪農家の柚原
友加津さん（福島県）と森藤るいさんが、ノンホモ牛乳、
市販牛乳、ジャージー牛乳の３種類の牛乳を提供した。「ラ
クレット試食」では、酪農家の荒川求さん（北海道）と
長崎清子さん（滋賀県）が、パンに添えたラクレットを
提供した。酪農家の関口健さん（神奈川県）と小林美佐
子さん（新潟県）が担当した「ソフトクリーム販売」には、
30 度を超える気温の中、順番を待つ列が途切れることが
なかった。

“知る”をテーマに開催した「クイズラリー」には 1,300
名が参加し、酪農家の中島構治さん（佐賀県）らが来場
者 2,000 名に「MILK JAPAN リーフレット」も配布した。

「クイズラリー」では、会場内に設置した牛のフィギュア
６体それぞれに設問を一問ずつ掲示し、全問正解者に景
品を提供した。展示コーナーには、回答のヒントを求め
て大勢の参加者が訪れ、酪農家の廣野正則さん（香川県）
を始めとするスタッフが応対に追われる姿も見られた。

２．世界各地で「牛乳の日」イベントを開催
６月１日は、国際連合食糧農業機関（FAO : the Food 

and Agriculture Organization of the United Nations） が
2001 年に提唱した「世界牛乳の日（World Milk Day）」で
もある。

このため世界中の多くの国で、「世界牛乳の日」を祝う
イベントが開催されてた。イベントの主な目的は、ミルク
の価値や酪農・乳業の役割をひろく宣伝することである。

１．都心に一日限りの牧場が出現
わが国では、日本酪農乳業協会（現Ｊミルク）が 2007

年に、毎年６月１日を“牛乳の日”、毎年６月を“牛乳月間”
に定めた。本年度は、酪農家との交流を通じて、消費者
が「日本酪農の存在意義」と「国産牛乳乳製品の重要性」
に理解を深めるためのＰＲイベントとして、“六本木牧場
　６／１は牛乳の日”を実施した。

六本木ヒルズアリーナに設置されたステージでは、酪
農家の吉田恭寛さん（埼玉県）、酪農を学ぶ高校生（神奈
川県立相原高校）、酪農応援アイドルの Cow Mix（千葉県）
などが登壇し、オープニングＰＲステージが行われ、続
いて各登壇者による「クイズステージ」、「酪農を学ぶ高
校生ステージ」、「酪農応援アイドルステージ」が催され
た。イベント会場に開設された展示コーナーには、酪農、
牛、牛乳乳製品などについて説明するため、日本酪農の
概要をまとめたパネル、酪農教育ファーム活動のタペス
トリー、牛の模型等も設置された。

また、“楽しむ”をテーマとする「手作りバター教室」
には、54 名（18 名／回×３回）が参加した。バター作り
教室では、酪農家の人見幸雄さん（栃木県）が講師となり、
清水ほづみさん（愛知県）が補助役を務めたが、会場受
付には整理券配布前から大勢の希望者が並び、定員オー
バーのため、途中で断らざるを得ないほどの盛況ぶりで
あった。
“食べる”をテーマとする「牛乳試飲」には 2,340 名、「ラ

クレット試食」には 540 名、「ソフトクリーム販売」に

1 
 

「牛乳の日」イベント“六本木牧場” 
 

本会議は６月１日の「牛乳の日」に、「牛乳月間」のキックオフイベントとして、六本木

ヒルズアリーナで“六本木牧場”を開催した。日本の酪農を“楽しむ、食べる、知る”をテ

ーマに展開された家族向け体験型イベント“六本木牧場”には、天候にも恵まれ、家族連れ

など約 5,000 名が参加した。 
 
１．都心に一日限りの牧場が出現 

わが国では、日本酪農乳業協会（現Ｊミルク）が 2007 年に、毎年６月１日を“牛乳の日”、

毎年６月を“牛乳月間”に定めた。本年度は、酪農家との交流を通じて、消費者が「日本酪

農の存在意義」と「国産牛乳乳製品の重要性」に理解を深めるためのＰＲイベントとして、

“六本木牧場 ６／１は牛乳の日”を実施した。 
六本木ヒルズアリーナに

設置されたステージでは、酪

農家の吉田恭寛さん（埼玉

県）、酪農を学ぶ高校生（神奈

川県立相原高校）、酪農応援

アイドルの Cow Mix（千葉

県）などが登壇し、オープニ

ングＰＲステージが行われ、

続いて各登壇者による「クイ

ズステージ」、「酪農を学ぶ高

校生ステージ」、「酪農応援アイドルステージ」が催された。イベント会場に開設された展示

コーナーには、酪農、牛、牛乳乳製品などについて説明するため、日本酪農の概要をまとめ

たパネル、酪農教育ファーム活動のタペストリー、牛の模型等も設置された。 
また、“楽しむ”をテーマ

とする「手作りバター教室」

には、54 名（18 名／回×３

回）が参加した。バター作

り教室では、酪農家の人見

幸雄さん（栃木県）が講師

となり、清水ほづみさん（愛

知県）が補助役を務めたが、

会場受付には整理券配布前

から大勢の希望者が並び、

定員オーバーのため、途中

1 
 

「牛乳の日」イベント“六本木牧場” 
 

本会議は６月１日の「牛乳の日」に、「牛乳月間」のキックオフイベントとして、六本木

ヒルズアリーナで“六本木牧場”を開催した。日本の酪農を“楽しむ、食べる、知る”をテ

ーマに展開された家族向け体験型イベント“六本木牧場”には、天候にも恵まれ、家族連れ

など約 5,000 名が参加した。 
 
１．都心に一日限りの牧場が出現 

わが国では、日本酪農乳業協会（現Ｊミルク）が 2007 年に、毎年６月１日を“牛乳の日”、

毎年６月を“牛乳月間”に定めた。本年度は、酪農家との交流を通じて、消費者が「日本酪

農の存在意義」と「国産牛乳乳製品の重要性」に理解を深めるためのＰＲイベントとして、

“六本木牧場 ６／１は牛乳の日”を実施した。 
六本木ヒルズアリーナに

設置されたステージでは、酪

農家の吉田恭寛さん（埼玉

県）、酪農を学ぶ高校生（神奈

川県立相原高校）、酪農応援

アイドルの Cow Mix（千葉

県）などが登壇し、オープニ

ングＰＲステージが行われ、

続いて各登壇者による「クイ

ズステージ」、「酪農を学ぶ高

校生ステージ」、「酪農応援アイドルステージ」が催された。イベント会場に開設された展示

コーナーには、酪農、牛、牛乳乳製品などについて説明するため、日本酪農の概要をまとめ

たパネル、酪農教育ファーム活動のタペストリー、牛の模型等も設置された。 
また、“楽しむ”をテーマ

とする「手作りバター教室」

には、54 名（18 名／回×３

回）が参加した。バター作

り教室では、酪農家の人見

幸雄さん（栃木県）が講師

となり、清水ほづみさん（愛

知県）が補助役を務めたが、

会場受付には整理券配布前

から大勢の希望者が並び、

定員オーバーのため、途中

2 
 

で断らざるを得ないほどの盛況ぶりであった。 
“食べる”をテーマとする「牛乳

試飲」には 2,340 名、「ラクレット

試食」には 540 名、「ソフトクリー

ム販売」には 1,373 名が参加した。

「牛乳試飲」では、酪農家の柚原友

加津さん（福島県）と森藤るいさん

が、ノンホモ牛乳、市販牛乳、ジャ

ージー牛乳の３種類の牛乳を提供

した。「ラクレット試食」では、酪農

家の荒川求さん（北海道）と長崎清

子さん（滋賀県）が、パンに添えたラクレットを提供した。酪農家の関口健さん（神奈川県）

と小林美佐子さん（新潟県）が担当した「ソフトクリーム販売」には、30 度を超える気温

の中、順番を待つ列が途切れることがなかった。 
“知る”をテーマに開催した

「クイズラリー」には 1,300 名が

参加し、酪農家の中島構治さん

（佐賀県）らが来場者 2,000 名に

「MILK JAPAN リーフレット」

も配布した。「クイズラリー」では、

会場内に設置した牛のフィギュ

ア６体それぞれに設問を一問ず

つ掲示し、全問正解者に景品を提

供した。展示コーナーには、回答

のヒントを求めて大勢の参加者が訪れ、酪農家の廣野正則さん（香川県）を始めとするスタ

ッフが応対に追われる姿も見られた。 
 
２．世界各地で「牛乳の日」イベントを開催 

６月１日は、国際連合食糧農業機関（FAO : the Food and Agriculture Organization of 
the United Nations）が 2001 年に提唱した「世界牛乳の日（World Milk Day）」でもある。 
このため世界中の多くの国で、「世界牛乳の日」を祝うイベントが開催されてた。イベント

の主な目的は、ミルクの価値や酪農・乳業の役割をひろく宣伝することである。 
FAO では、「世界牛乳の日」について、牛乳が自然食品であること、栄養的価値が高いこ

と、世界中の多くの人々に好まれている美味しい食品であること、農村経済や世界中のフー

ドチェーンにおいて重要な食品であること等を祝う特別な日としている。FAO によると、

2001 年に始まった「世界牛乳の日」はその後世界各国に広がり、今では 190 か国以上の国

2 
 

で断らざるを得ないほどの盛況ぶりであった。 
“食べる”をテーマとする「牛乳

試飲」には 2,340 名、「ラクレット

試食」には 540 名、「ソフトクリー

ム販売」には 1,373 名が参加した。

「牛乳試飲」では、酪農家の柚原友

加津さん（福島県）と森藤るいさん

が、ノンホモ牛乳、市販牛乳、ジャ

ージー牛乳の３種類の牛乳を提供

した。「ラクレット試食」では、酪農

家の荒川求さん（北海道）と長崎清

子さん（滋賀県）が、パンに添えたラクレットを提供した。酪農家の関口健さん（神奈川県）

と小林美佐子さん（新潟県）が担当した「ソフトクリーム販売」には、30 度を超える気温

の中、順番を待つ列が途切れることがなかった。 
“知る”をテーマに開催した

「クイズラリー」には 1,300 名が

参加し、酪農家の中島構治さん

（佐賀県）らが来場者 2,000 名に

「MILK JAPAN リーフレット」

も配布した。「クイズラリー」では、

会場内に設置した牛のフィギュ

ア６体それぞれに設問を一問ず

つ掲示し、全問正解者に景品を提

供した。展示コーナーには、回答

のヒントを求めて大勢の参加者が訪れ、酪農家の廣野正則さん（香川県）を始めとするスタ

ッフが応対に追われる姿も見られた。 
 
２．世界各地で「牛乳の日」イベントを開催 

６月１日は、国際連合食糧農業機関（FAO : the Food and Agriculture Organization of 
the United Nations）が 2001 年に提唱した「世界牛乳の日（World Milk Day）」でもある。 
このため世界中の多くの国で、「世界牛乳の日」を祝うイベントが開催されてた。イベント

の主な目的は、ミルクの価値や酪農・乳業の役割をひろく宣伝することである。 
FAO では、「世界牛乳の日」について、牛乳が自然食品であること、栄養的価値が高いこ

と、世界中の多くの人々に好まれている美味しい食品であること、農村経済や世界中のフー

ドチェーンにおいて重要な食品であること等を祝う特別な日としている。FAO によると、

2001 年に始まった「世界牛乳の日」はその後世界各国に広がり、今では 190 か国以上の国

中酪情報2014年7月号.indd   6 2014/08/05   10:06:59



No.552 Japan Dairy Council 07

TOPICS

は輸入に頼っている。OECD と FAO の予測では、アジ
アのミルク消費量は今後も増加する見込みである。一方
で、世界の酪農家は、環境や資源の制約が厳しさを増す
なかで、いっそう効率的な生産に努力しているが、持続
可能な酪農を達成するための投資はもはや避けて通れな
い時代である。

（３）アフリカでの取組
南アフリカでのイベントは、昨年に続き、子供とミル

クの関係に焦点を絞った取り組みとなった。ミルクの栄
養的価値に注目し、子供たちがこの健康的な飲み物を選
べるように啓蒙活動を展開した。

エチオピアでも、子供たちの牛乳飲用を奨励するイベ
ントが展開された。“心と体の健康的な発達のためミルク
を飲もう”というテーマを掲げ、イベント参加者への殺
菌乳の配布、牛乳飲用の効用をＰＲするクイズや演劇、
成分別牛乳の飲み比べ会などが行われた。

FAO では、「世界牛乳の日」について、牛乳が自然食
品であること、栄養的価値が高いこと、世界中の多くの
人々に好まれている美味しい食品であること、農村経済
や世界中のフードチェーンにおいて重要な食品であるこ
と等を祝う特別な日としている。FAO によると、2001
年に始まった「世界牛乳の日」はその後世界各国に広がり、
今では 190 か国以上の国が６月１日に様々なイベントを
開催しているという。このことは牛乳が世界的な食品（a 
global food）であることを物語っている。

（１）米国での取組
米 国 で は、 ６ 月 を“June Dairy 

Month”として、国内各地で“牛乳
月間”を祝うイベントがスタートし
た。アメリカ南東部地域においては、
栄養豊富な牛乳乳製品を提供してく
れる酪農家に感謝の気持ちを表す
イベントが開催された。“The 2010 
Dietary Guidelines for Americans”に
よると、ほとんどのアメリカ国民の
食事は、健康な生活に不可欠な４つ
の重要な栄養素（カルシウム、カリ
ウム、ビタミン D、繊維質）が不足しているが、ミルク
はこのうちの３つ（カルシウム、カリウム、ビタミン D）
を豊富に含んでいるからである。胸に“M”のマークを
付けた少年は、ミルクの効能を表現するイメージ・キャ
ラクターである。

（２）アジアでの取組
タ イ で は、FAO ア

ジア太平洋事務所やタ
イ酪農振興会などの
関係組織が協力して、

「世界牛乳の日」のイ
ベントを開催した。バ
ンコク市街地のイベン
ト会場では、“ミルク
はアセアン経済共同体
にとって栄養豊富な食
料”をテーマに、関係
者による理解醸成活
動、伝統舞踊、ゲーム
などが展開された。

中国でも子供を対象
に、「ミルクと健康・
栄養」をテーマにし
たイベントが行われ、
7000 人以上の児童と
親が参加した。参加者
は、学内に設置された
模型の酪農場での搾乳
体験等を通じて、ミル
クの栄養的価値や牛乳
飲用習慣の重要性を学
んだ。

FAO によると、ミルクはアジア地域でもっとも目覚ま
しい普及を遂げた食品の一つであり、2012 年におけるア
ジアの生産量（生乳ベース）は2億7,500万トンを上回った。
しかし、このような順調な増産にもかかわらず、驚異的
な拡大を続ける消費を満たすことができず、多くの国で
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タイでは、FAO アジア太平洋事務所やタイ酪農

振興会などの関係組織が協力して、「世界牛乳の日」

のイベントを開催した。バンコク市街地のイベント

会場では、“ミルクはアセアン経済共同体にとって

栄養豊富な食料”をテーマに、関係者による理解醸

成活動、伝統舞踊、ゲームなどが展開された。 
中国でも子供を対象に、「ミルクと健康・栄養」

をテーマにしたイベントが行われ、7000 人以上の

児童と親が参加した。参加者は、学内に設置された

模型の酪農場での搾乳体験等を通じて、ミルクの栄

養的価値や牛乳飲用習慣の重要性を学んだ。 
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FAO によると、ミルクはアジア地域でもっとも目覚ましい普及を遂げた食品の一つであ

り、2012 年におけるアジアの生産量（生乳ベース）は 2 億 7,500 万トンを上回った。しか

し、このような順調な増産にもかかわらず、驚異的な拡大を続ける消費を満たすことができ

ず、多くの国では輸入に頼っている。OECD と FAO の予測では、アジアのミルク消費量は

今後も増加する見込みである。一方で、世界の酪農家は、環境や資源の制約が厳しさを増す

なかで、いっそう効率的な生産に努力しているが、持続可能な酪農を達成するための投資は

もはや避けて通れない時代である。 
 
（３）アフリカでの取組 

南アフリカでのイベントは、昨年に続き、子供とミルクの関係に焦点を絞った取り組みと

なった。ミルクの栄養的価値に注目し、子供たちがこの健康的な飲み物を選べるように啓蒙

活動を展開した。 
エチオピアでも、子供たちの牛乳飲用を奨励するイベントが展開された。“心と体の健康

的な発達のためミルクを飲もう”というテーマを掲げ、イベント参加者への殺菌乳の配布、

牛乳飲用の効用をＰＲするクイズや演劇、成分別牛乳の飲み比べ会などが行われた。 
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